
　

２
月
14
日
、
午
前
５
時
７
分
。
新

燃
岳
が
３
日
ぶ
り
の
爆
発
的
噴

火
（
11
回
目
）
を
起
こ
し
ま
し
た
。
こ

の
数
分
後
、
小
林
市
内
に
多
量
の
噴
石

が
降
り
、
被
害
が
続
出
。
車
ガ
ラ
ス
や

太
陽
熱
温
水
器
の
パ
ネ
ル
、
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
製
の
屋
根
な
ど
が
割
れ
る
被
害

が
６
３
５
件
（
２
月
18
日
現
在
）
市
に

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

小
林
市
内
に
降
っ
た
噴
石
と
そ
の
被

害
を
見
て
み
る
と
、
噴
石
の
大
き
さ
は

１
㌢
か
ら
５
㌢
、
被
害
範
囲
は
新
燃
岳

か
ら
北
東
方
向
へ
8
㌔
か
ら
遠
く
は
東

方
地
区
の
16
㌔
と
広
い
範
囲
で
発
生
し

ま
し
た
【
下
図
参
照
】。

新
燃
岳
は
現
在
も
活
発
な
火
山
活

動
を
継
続
し
て
い
ま
す
。
当
初

に
比
べ
、
爆
発
的
噴
火
の
発
生
は
少
な

く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、
再
び
活
発

化
す
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

14
日
の
よ
う

に
、
噴
火
が

起
こ
っ
た
際

の
風
向
き

が
、
火
口
か

ら
小
林
市
方

向
で
あ
る
場

合（
西・南
西
・

南
風
）
は
、

降
灰
や
噴
石

な
ど
の
飛
散
物
に
よ
る
被
害
が
発
生
す

る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

爆
発
的
噴
火
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ

た
時
や
降
灰
が
激
し
い
時
は
、
で
き
る

だ
け
屋
内
な
ど
飛
散
物
を
避
け
ら
れ
る

場
所
に
移
動
し
、
噴
石
や
降
灰
か
ら
身

を
守
り
ま
し
ょ
う
。

●
問
：
総
務
課　

℡
23
‐
０
２
２
０

　

今
後
も
注
意
が
必
要

降
灰
・
噴
石
か
ら
身
を
守
る
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　赤々と噴火する新燃岳と、火山灰の中に走る火山雷
（１月27日３時44分ごろ）。北きりしまコスモドー
ムから同職員が撮影。

▲

▲多量の降灰に見舞われた
ホウレンソウの畑。
（１月28日、野尻町東麓）

　

屋
外
に
駐
車
さ
れ
た
車
に
も

多
量
の
火
山
灰
が
積
も
る
。

（
１
月
28
日
、
野
尻
庁
舎
）

▲

　

ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
に
積
も
っ
た

火
山
灰
の
撤
去
に
追
わ
れ
る
。

（
１
月
28
日
、
野
尻
町
三
ヶ
野
山
）

▲

霧
島
山
の
新
燃
岳（
１
４
２
１
㍍
）

は
１
月
26
日
、
断
続
的
な
小
規

模
噴
火
を
繰
り
返
し
、午
後
３
時
30
分
、

噴
煙
は
上
空
約
１
５
０
０
㍍
ま
で
上
が

り
ま
し
た
。
気
象
庁
は
噴
火
警
戒
レ
ベ

ル
を
２（
火
口
周
辺
規
制
）か
ら
３（
入

山
規
制
）
に
引
き
上
げ
。
こ
れ
を
受
け

て
、
市
で
は
情
報
連
絡
本
部
を
設
置
し

た
ほ
か
、
登
山
道
の
封
鎖
な
ど
を
行
い

ま
し
た
。

　

１
月
27
日
に
は
最
初
の
爆
発
的
噴
火

が
発
生
。
翌
日
に
は
火
口
に
溶
岩
が
観

測
さ
れ
、
マ
グ
マ
噴
火
と
確
認
さ
れ
ま

し
た
。
爆
発
的
噴
火
は
昭
和
34
年
以
来

52
年
ぶ
り
で
、
マ
グ
マ
噴
火
に
な
る
と

３
０
０
年
ぶ
り
。
ド
ア
や
窓
が
揺
れ
る

空
振
や
、
噴
煙
の
中
で
は
火
山
雷
が
確

認
さ
れ
ま
し
た
。

　

１
月
28
日
、
風
向
き
が
火
口
付
近
で

西
向
き
に
変
わ
り
、
野
尻
町
区
、
堤
地

区
で
降
灰
を
確
認
。
道
路
で
は
通
過
す

る
車
に
よ
り
灰
が
巻
き
上
が
り
、
視
界

が
悪
く
な
っ
た
た
め
、
ド
ラ
イ
バ
ー
は

ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
を
点
け
て
運
転
し
て
い

ま
し
た
。
ま
た
、
畑
に
は
多
量
の
火
山

灰
が
積
も
り
、
露
地
栽
培
の
ホ
ウ
レ
ン

ソ
ウ
な
ど
に
多
く
の
被
害
が
。
ビ
ニ
ー

ル
ハ
ウ
ス
で
は
積
も
っ
た
火
山
灰
が
日

光
を
遮
る
た
め
、
除
去
に
追
わ
れ
る
な

ど
、
多
大
な
影
響
が
出
ま
し
た
。

　

新
燃
岳
は
そ
の
後
も
爆
発
的
噴
火
を

繰
り
返
し
、
１
月
28
日
に
は
火
口
に
溶

岩
を
確
認
。
溶
岩
は
そ
の
後
、
直
径
が

６
０
０
㍍
に
ま
で
成
長
し
ま
し
た
。

【
※
ペ
ー
ジ
上
の
写
真
参
照
】

　

市
で
は
、「
新
燃
岳
に
関
す
る
お
知

ら
せ
」
の
チ
ラ
シ
や
広
報
車
で
噴
火
に

対
す
る
注
意
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
２

月
18
日
現
在
、
噴
火
警
戒
レ
ベ
ル
は
３

（
入
山
規
制
）
で
、
火
口
か
ら
半
径
４

㌔
以
内
に
あ
る
大
幡
山
、
中
岳
、
御
鉢
、

大
浪
池
、
韓
国
岳
な
ど
へ
の
入
山
は
禁

止
さ
れ
て
い
ま
す
。
市
で
は
、
災
害
対

策
本
部
を
設
置
し
、
緊
急
時
に
備
え
、

24
時
間
体
制
で
警
戒
に
当
た
っ
て
い
ま

す
。

　

繰
り
返
す
噴
火

ま
ち
や
畑
が
灰
色
に

　

噴
石
被
害
が
続
出

18
日
ま
で
に
６
３
５
件

新燃岳

小林駅

西小林駅

市役所

宮崎自動車道

●

●細野小

●コスモス牧場

●

夷守台

●南小

●幸ヶ丘小

２ ４

高原町

えびの市

小林小●

西小林小
●

●三松小

東方小

●栗須小

野尻町農村
環境改善
センター

６ ８ 10 12 14 16 18

熱風

火砕流

溶岩流
※黄色やオレンジ色、紫色で塗られた地域は、大規模な噴
火が起こった場合に想定される災害区域を示しています。
（霧島火山防災マップより）　

●

小林警察署
●

西諸畜連

●

●

竹山【９㌔】

▲２月14日、市内各地に多くの被害をもたらした噴石※写真説明のうち【】は新燃岳火口中心からの距離

水流迫【14㌔】

東方【16㌔】

　

噴
石
に
よ
り
割
れ
た
車
の

ガ
ラ
ス
【
写
真
上
】
と
穴
が

開
い
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の

屋
根【
写
真
下
】（
２
月
14
日
）

新
燃
岳
で
爆
発
的
噴
火

空
振
・
降
灰
・
飛
散
物
で
被
害

新
燃
岳
噴
火
に
よ
る
こ
れ
ま
で
の
経
過

・
小
規
模
な
噴
火
が
発
生

・
噴
煙
が
１
５
０
０
㍍
ま
で
上
が
る

・
噴
火
警
戒
レ
ベ
ル
が
２
（
火
口
周
辺
規
制
）

　

か
ら
３
（
入
山
規
制
）
に
な
っ
た
の
を
受
け
、

　

情
報
連
絡
本
部
を
設
置

・
大
幡
池
付
近
の
登
山
道
を
入
山
禁
止
に

・
ひ
な
も
り
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
付
近
の
登
山

　

道
を
入
山
禁
止
に

・
爆
発
的
噴
火
（
１
回
目
）

・
広
報
車
で
噴
火
に
関
す
る
広
報
を
実
施

・
爆
発
的
噴
火
（
２
回
目
）

・
野
尻
町
区
・
堤
地
区
を
中
心
に
多
量
の
降
灰

・「
新
燃
岳
に
関
す
る
お
知
ら
せ
」
を
新
聞
折

　

込
で
配
布

・
爆
発
的
噴
火
（
３
回
目
）

・
火
口
周
辺
の
立
ち
入
り
禁
止
区
域
が
２
㌔
か

　

ら
３
㌔
に
拡
大

・
災
害
対
策
本
部
を
設
置

・
爆
発
的
噴
火
（
４
回
目
）

・
火
口
周
辺
の
立
ち
入
り
禁
止
区
域
が
３
㌔
か

　

ら
４
㌔
に
拡
大

・
生
駒
夷
守
岳
登
山
口
２
箇
所
を
入
山
禁
止
に

・
爆
発
的
噴
火
（
５
回
目
）

・
爆
発
的
噴
火
（
６
回
目
）

・
爆
発
的
噴
火
（
７
回
目
）

・
爆
発
的
噴
火
（
８
回
目
）

・
爆
発
的
噴
火
（
９
回
目
）

・
コ
ス
モ
ス
牧
場
が
休
園

・
内
閣
府
調
査
団
が
来
市

・
爆
発
的
噴
火
（
10
回
目
）

・
爆
発
的
噴
火
（
11
回
目
）

・
多
量
の
噴
石
に
よ
り
市
内
で
被
害
続
出

・
広
報
車
で
噴
石
へ
の
注
意
を
呼
び
か
け
る

・
内
閣
府
政
府
支
援
チ
ー
ム
が
来
市

７
時
31
分

15
時
30
分

18
時
00
分

１/26
正
午
ご
ろ

15
時
30
分

１/27
夕
方

0
時
47
分

１/28１/29１/30１/31２/１２/２２/３２/８２/11２/14２/15
13
時
57
分

１
時
35
分

10
時
00
分

７
時
54
分

11
時
20
分

11
時
50
分

23
時
19
分

５
時
25
分

10
時
47
分

15
時
53
分

８
時
09
分

10
時
30
分

11
時
36
分

５
時
07
分

15
時
00
分

15
時
30
分

●

●

●

▲１月27日の新燃岳火口【写真上】と２月３日の火口
【写真下】。火口に溶岩があるのが分かる。
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特集：新燃岳が爆発的噴火

南
西
の
風


